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はしがき 

 
 本研究報告書は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「フォームべースの Web サービス連携

と Web アプリケーション開発技法の研究」（平成１６，１７年度）の研究成果をまとめたものである。

この研究の目的は、Web アプリケーションを短期間で構築するとともに，稼動後の頻繁な機能変更に対

応するために，業務の専門家主導の開発・保守技法を開発することである．そこで，Web アプリケーシ

ョンが提供するサービスのインタフェースのメタファーをフォームととらえ，Web サービスの連携・統

合プロセスによる業務の専門家主導の開発技法を実現した．特に， HTML 形式のインタフェースを持つ

既存の Web アプリケーションとの連携，および XML 形式のインタフェースを持つ Web サービス間のマー

ジ処理を実現するために，既存の Web アプリケーションの内部処理を変更しないで，その出力だけを XML

化して，Web サービスとして連携させるというラッピング方式と，複数の Web サービスから必要な情報

のみを抽出して，統合Webサービス向けに再構成する方式を開発した．これらの成果を以下にまとめる。 
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